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風呂の残り湯の洗濯への影響 一 浴用剤色素の白布への汚染性一
渡辺 紀子（関東学院女短大）

目的　近年、健康志向から市販浴用剤の普及率が高まってきた。温泉成分などの効能を期

待して無機塩類を主成分に微量の色素などを配合した浴用剤が多く使用されている。一方

、節水洗濯の立場から風呂の残り湯を利用することが推奨されているが、色素配合の浴用

剤を含む風呂の残り湯を洗濯用水に利用した場合には、白布に対する色素の沈着が懸念さ

れる。そこで、本研究では家庭洗濯の立場から、浴用剤色素の白布への汚染性について検

討した。

方法　市販浴用剤（表示成分:NaHC03  77～M%,   NaSO. 5～li%、KCl 4%、CaCO, 2%, 色素、
香料、標準使用濃度:0. 015%）2種。試料布：綿の平織り、メリヤス、タオル組織。浴用剤

および基準色素水溶液の吸収スペクトルを測定し検量線から浴用剤中の色素含有率を求め

布への付着色素量を算出した。５回までの繰り返し洗濯（標準洗剤濃度0.133% ）後の白布

の表面反射率・色差の影響を色差計（ 日本電色工業㈱NR-3000 ）を用いて測定した。

結果　市販浴用剤中の色素含有率は約0.2%であった。市販浴用剤濃度 Ｏ～1 ％水溶液中に
おいて、1 hr および24hr振後後の綿白布の汚染率は浴用剤濃度の増加に伴い増加した。ま

た、浴用剤1 ％水溶液中で24hr白布を振後した結果、タオル組織では浴比「1:28～1: 138

」により異なるが「0.79～2. 8mg ／g 布」の色素付着量を確認した。浴用剤の標準使用濃

度（0. 015% 液を用いた５回までの繰り返し洗濯（10分洗濯－すすぎ３分２回）の結果、洗

濯回数に伴い色素は各綿白布に累積付着し、汚染率は浴用剤未使用の場合と比べて、6 ～

!3％増加することが確認された。
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一最近のアイロン仕上げ行動と生活者意識－

○小林　美奈子・－柳　厚史・肥後　盛明（ライオン家庭科学研究所）

【目的】アイロンがけは洗濯と同様に古くから一般家庭に普及している家事であるが、洗
濯が洗剤や洗濯機の変化により著しく簡便化したのに対し、アイロンがけ行動はスチーム

アイロンが普及したことを除くと、スタイルそのものにほとんど変化がなく、依然として

担い手の技術に負うところが大きい家事である。一方、化繊衣類や形体安定加工衣類の普

及にともない家庭でのアイロンがけ二－ズの変化が予想される。本報では現在のアイロン

がけ行動の実態を調査・解析し今後の衣類の仕上げ行動について考察を行った。

【方法】一般家庭３８０世帯において留置式のアンケート調査を実施した。内容は、家庭

における衣類のアイロンがけに関する理解度・関心度・対象衣料・実際の行動・最近の衣
類の仕上げ用製品に対する関心度と活用度・商業クリーニング利用状況・ノーアイロン衣

類保有状況について調査を行い、多変量解析などにより解析を行った。

【結果】生活者の意識においてはアイロンがけは他の家事と比較すると特殊な技能を要す
る家事に分類される傾向があり、洗濯のように万人に同じように必要とされ、好かれる家

事であるとは言い難い。その理由を探るため生活者をアイロンがけ行動と意識によって分

類し、分析を行ったところ生活者のアイロンがけに対する意識レベル及びアイロン仕上げ
技術レベルには大きな個人差があることがわかった。一方、メーカー側のすすめるアイロ

ン操作方法と生活者のアイロン使用方法の実態とは幾分ギャップがあり、対象となる繊維

素材の特性やアイロンそのものについての適切な知識が生活者に十分浸透してはおらず、
それが個人の仕上げ技術レベル差に影響を与える一因となっていることが判った。
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